
















要約:富山スタディの第 1 回調査が終了し、最終的な回収率が 95%、生活習慣のアンケー

トの回答率が 98%以上であった。各質問項目のカテゴリー度数の分布割合では、居住地域、

祖父母の同居、母親の職業、主な保育者、幼稚園・保育園の通園等において有意差が見ら

れた。一般に都市部の居住、母親が無職、主な保育者が母親、就園児において望ましい生

活習慣をしている幼児の割合が多かった。食生活の項目について因子分析を行い、3 つの

共通因子(食事の充実性、簡便性、規則性)を抽出し、居住地域との関連性を検討した。


